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図５　どのように使用しているか
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　信明集「今日のうちに否ともうとも言い果てよ人頼めなる事なせられそ」
や、日葡辞書「ウム、　自分に向かって言われたことに同意するとか、それ
を了解したとかを示す感動詞」のように、承諾を表す語として極めて古いこ
とばとされている。
　また、日葡辞書で「ウム」とされているが、「ン」は助動詞「ム」が平安
時代中頃からその発音の変化に伴って「ン」と表されるようになったものと
されている。
　そして、「んだ」は、「フダ」「ホダ」とも言う。そして、強調するときは
重ねて使用される。このことから、ダカラを二回続けて使用するときは、内
容を盛り上げるためでもあり、強調するためであることが分かる。
　その延長線として、「んだから」ということばも使われていた。「んだから」
は、そうなの、または、そうそう、私もそう思うという意味として使用され、
相手のことばに同意したとき、また、相手のことばが正しいと思ったときに
使用されている。
　藤原（1996）では、「んだ」は、そうだ。または、そうです。の応答辞と
されている。奥州地方では、よく使用され、「ンダ。ンダ。」（そうだ。そうだ。
＜そうです。そうです。＞）のように言われることも多い。これは、老若男
女にこの返事ことばがよく聞かれる。山形県西南岸でも、「そうです。」とい
う意味で「ンダ」は使用される。また、近畿南半域でも、「ンダー」という
のが聞かれる。徳島県下でも、「ンダ」がよく使用され、鹿児島県薩摩など
にも「ンダ」がある。これらは、いわゆる発語ふうのものであって、奥羽地
方でのようなダ助動詞に関わるものではない。感声ふうの、いわゆる発語が
このようにおこなわれている。先ほど述べた、鹿児島県薩摩では、あらまぁ。
の意として、「んだしたもん」（感動詞）が使用されている。「んだしたもん」
は、女性が使用するもので、「んだ」は「私は」という説と感動詞という説
がある。秋田県では、宮城県の「ダカラ」と同じく、そうだね。の意として、
「ンダカラ」が使用され、秋田県南部の八島地方では、「そうでしょ？」の意
味で「ンダンダ　ホ。」と使用されている。秋田県の「ンダカラ」の使用例
は以下の通りである。
例　Ａ：「今日さびなー（＝今日は寒いなあ）」
　　Ｂ：「んだから（＝そうだね）」
　この秋田県で使用される「ンダカラ」の使用例をみてみると、仙台市方言
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の「ダカラ」の使用例と同じであることに気がつく。「ンダカラ」の意味が
「ダカラ」と同じ意味であることを考えると、「ンダカラ」から「ダカラ」へ
と変化したものと考えられる。
　宮城県出身の70代と80代の女性２名に面接調査を行ったところ、「んだか
ら」はよく使用しているということであった。例えば、子どもに以前から部
屋で走ると転ぶので走らないようにと注意を促していたが、その後、子ども
が部屋で走り、やはり転んでしまった場合、「んだから言ったでないの！」
と、「んだから」を「そうだから」という意味で使用しているという。しかし、
この場合の「ダカラ」は、共通語の接続詞として使用されている話し相手の
発言内容や置かれた状況を前提にして、「だからね」と発話的に用いる「だ
から」を訛ったものと考えられる。そのため、仙台方言として以前からあった、
「そうだ。」の意味の「んだ」と「そうだから」の意味の「んだから」が混ざり、
「そうだね。」の意味になり、仙台の方言として定着したものではないかと考
えられる。使用されていくごとに、「ンダカラ」の「ダカラ」の前の「ン」が、
省略され、「ダカラ」になったのではないかと考えられる。そのため、秋田
方言の「ンダカラ」は、「ン」が省略されることなく方言として残っている
と思われる。
　これを踏まえて、共通語の「ダカラ」と仙台市方言の相づち的な「ダカラ」
の通時的な関係について考察する。図１と図２を比較してみると、共通語の
「ダカラ」と仙台方言の相づち的な「ダカラ」には、共通点と相違点がある。
共通点は、どちらも聞き手Ｂの会話が「だから」から始まること、相違点は、
方言「ダカラ」は、同意の場合に使用されており、共通語「ダカラ」に関し
ては、説明する場面で使用されるということである。また、秋田方言である「ン
ダカラ」の意味や使用用法から、仙台市方言「ダカラ」と使用用途が同じで
あることが分かった。
　小野（1996）は、方言の世代による言語変化は、１世から２世、または３
世までは受け継がれるが、３世または４世では共通語化していくと示してい
る。また、３世または４世で全て共通語化するのではなく、新しくことばを
取り入れることで少しずつ変化するとも考えられている。最近では、テレビ
の影響もあり、若者を中心に東京式化への傾向もみられるという。
小野（1996）に当てはめると、図６のようになる。
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共通語「ダカラ」
訛り ↓
仙台方言「ンダカラ」
　　　　　　混合 ↓「ンダ（=そうだ）」
仙台方言「ンダカラ（=そうだから）」
↓
仙台方言「ンダカラ（=そうだね（同意））」
　　　　　　共通語化 ↓形式が東京式化
仙台方言「ダカラ」
　仙台方言「ダカラ」も、もとは、共通語「ダカラ」が訛り、「ンダカラ」
というようになる。その後、もともとあった、仙台方言「ンダ（=そうだ）」
が混ざり、「ンダカラ（=そうだから）」へと、意味が変化した。ところが、
テレビの影響などで東京式化、つまり共通語化していき、意味は変化した「そ
うだね。」のまま、形のみ共通語「ダカラ」に変化したと考えられるのである。
そのため、もともと共通語だったものが様々な派生により方言になったのだ
が、形式が共通語化したため、方言という意識が持ちにくく、「気づかない
方言」となった可能性がある。
おわりに
　前章（第４章）により、仙台市で使用される相づち的な「ダカラ」は、共
通語の「ダカラ」が基盤となり、様々なことばの影響を受け、言語変化、ま
た方言の共通語化の結果生じたものと結論付けられる。
　本稿では、仙台市方言の相づち的な「ダカラ」は、共通語とは異なり、ど
のような場で使用され、どんな意味が含まれているのかをみてきた。ここで
は面接調査やアンケート調査など、以上の結果を総合し、仙台市方言の相づ
ち的な「ダカラ」の特徴を整理したい。
　使用する場面は、次のような場面で使用される。それは、最初の発話者の
発言に同意・共感・同感・同調したとき、相手のことばが正しいと思ったと
きである。特に、相手の会話に同意を表す場面で使用される。それは、琴（2005）
が提示する相手への情報共有の働きかけ、つまり、情報の共有を積極的に相
図６　仙台方言「ダカラ」の言語変化
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手に働きかけながら談話を展開するという仙台方言の特徴が現れている。ま
た、相手との会話をはずませる手段として（無意識に）使用される。そして、
同意の「そうだね。」という意味で使用される。
　使用する相手は、なんでも話せる友人に特に使用される。次に、兄弟姉
妹・年下に使用され、母、父、祖父母など家族が続く。すなわち、心理的に
近い間柄の相手に使用される。つまり、会話に同意しないときや心理的に遠
い関係、親しくない相手や敬語を使用する相手、自分より目上の人に対して
は、方言「ダカラ」を使用すると失礼にあたり、敬語を使用する場合には、
方言「ダカラ」は使用しないからである。このように、使用する場面や使用
する相手を調べてみると、仙台市方言「ダカラ」は、やはり同意を表す相づ
ち表現で、心理的に近い間柄で使用することができると判断することができ
る。このことから、心理的に近い間柄では気軽に使用することが出来ると分
かったが、その反面、親しくない相手や敬意を表す相手に使用すると、失礼
にあたるということも今回の調査で分かった。
　以上のことから、仙台市方言「ダカラ」には、以下の使用するための条件
があると判断できる。
・二人以上で会話＝話しことば
・相手の話に同意、同感、同調したとき
・会話の返答、またはあいづちをうつとき
・相手の会話が共通の事柄（共通認識）となること
・話し相手が自分と心理的に近い関係にある場合
　今回調査を行ってみて、今まで意識していなかった仙台市方言「ダカラ」
について詳しく知ることが出来た。先行研究が少なかったため、自らアンケ
ートを行ったり面接調査を行ったりと大変だったが、仙台市方言である相づ
ち表現「ダカラ」について追認することが出来たと思う。しかし、仙台市方
言「ダカラ」について調査を行ったが、男女の比率や高齢層の情報の少なさ
が数値に影響を与えている可能性もあるのではないかと思われる。
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